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令和５年第４回南幌町議会定例会会議録     １２月１２日 

（午前９時３０分） 

議  長 おはようございます。 

本日をもって招集されました令和５年第４回南幌町議会定例会を開

会いたします。 

本日の出席議員数は１１名でございます。直ちに本日の会議を開き

ます。 

本定例会の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでござ

います。 

●日程１ 会議録署名議員の指名を行います。指名につきましては、

会議規則第１２５条の規定により議長において指名をいたします。 

１番 湯本 要議員、３番 星 真希議員。以上、御両名を指名い

たします。 

●日程２ 会期の決定をいたします。 

 先に議会運営委員会委員長から本定例会の運営についての報告の

申し出がありましたので、これを許します。 

５番 佐藤 妙子議員。 

佐藤議員 令和５年第４回議会定例会の運営について、去る１２月５日に議長

出席のもとに議会運営委員会を開催しました。議会事務局より本定例

会の提案議案等の概要について説明を受けるとともに、日程及び運営

について協議いたしました。本定例会に付議される案件は、議会提案

として各委員会所管事務調査１件。町からは功労表彰について１件、

契約関係２件、条例関係９件、令和５年度会計補正予算３件、一般議

案１０件であります。以上、提案案件全般について審議いたしました

結果、本定例会の会期は本日１２月１２日から１２月１４日までの３

日間とすることで意見の一致をみております。最後に、議会運営に特

段のご協力をいただきますようお願い申し上げ、議会運営委員会委員

長報告といたします。 

議  長 お諮りいたします。ただいまの議会運営委員会委員長報告のとおり、

本定例会の会期は、１２月１２日から１２月１４日までの３日間とい

たしたいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本定例会は１２月１２日から１２月

１４日までの３日間と決定をいたしました。 

●日程３ 諸般報告をいたします。 

・１番目 会務報告は、御手元に配布したとおりでございます。 

これをもちまして報告済みといたします。 

・２番目 定例監査結果報告をいたします。 

局長に朗読させます。 

局  長 （朗読する。） 

議  長 監査委員から補足説明があれば賜ります。 

（なしの声。） 

 以上で、定例監査結果報告につきましては報告済みといたします。 

・３番目 財政的援助団体等監査結果報告をいたします。 
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局長に朗読させます。 

（朗読する。） 

議  長 監査委員からの補足説明があれば賜ります。 

（なしの声。） 

 以上で、財政的援助団体等監査結果報告につきましては報告済みと

いたします。 

・４番目 町長一般行政報告をいたします。町長。 

町  長 本議会定例会にあたり、１件の行政報告を行います。 

子ども室内遊戯施設はれっぱの利用状況について、ご報告します。

本施設は、５月３日のオープンから約７か月が経過しました。１１月

３０日現在の施設利用状況につきましては、遊戯エリア９８，０７４

名、施設全体では１４１，２２６名で、当初計画していました１２万

人を超える多くの方にご来場いただいております。これから本格的な

冬の季節を迎えますが、施設に来場された子ども達が、屋外でも遊ぶ

ことができるよう中央公園内に雪山の整備を予定しています。引き続

き、多くの皆様から愛され、親しまれるよう努めてまいります。以上、

一般行政報告といたします。 

議  長 以上で、町長一般行政報告につきましては報告済みといたします。

●日程４ 一般質問を行います。 

本定例会の一般質問通告者は５名でございます。一般質問につきま

しては通告順に行います。 

３番 星 真希議員。 

星 議 員 南幌小・中学校９年間における教育環境の構築について。近年、Ｇ

ＩＧＡスクール構想におけるＩＣＴ機器の活用、生成ＡＩ活用におけ

る課題、部活の地域移行など社会的変化の影響のなか、今後の教育の

在り方が大きく変化していくことが考えられます。教育現場において

は、教員の多忙化という課題を抱えながら、基礎学力の定着や、デジ

タル社会に対応した新しい教育活動の在り方を図っていくことは容易

ではないことであると考えますが、多様な生活環境における子どもた

ちがそれぞれの価値観を認め、主体的に向き合い、人と人とが関わり

合い、一人ひとりが自らの可能性を最大限に発揮できるような環境づ

くりがこれからの教育の目標でもあると思います。そのためには学校

だけではなく、様々な人と関わり合いながら学ぶことで、自分の存在

が認められること、学んだことが地域に役立つ実感を持てることなど

が挙げられます。これらを踏まえると、子どもたちが新しい未来を切

り開いていくための力や能力を育てるために、学校と地域が接点を持

ちながら、開かれた教育環境が必要ではないかと考えています。 

現在、南幌町には高校がないことから、子どもたちは中学を卒業す

ると地元から離れ通学することは、体力、精神的にも負担を感じるこ

ともあると思います。新しい学校生活環境にもスムーズに対応できる

力の必要性などを考えると、南幌での小・中学校９年間における継続

的な学校教育環境の重要性や、町独自の学校教育または社会教育が求

められるのではないかと思います。 

南幌町として義務教育における９年間の継続的指導体制としてどの
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ような教育環境を目標とし、今後取り組んでいくのか、教育長の考え

を伺います。 

議  長 教育長。 

教 育 長 南幌小・中学校９年間における教育環境の構築についてのご質問に

お答えします。 

学校は様々な子どもが生活しており、多様性を認め合いながら支え

合い、学び合い、共に成長していく大切な場です。学校教育の充実の

ためには、子どもを主役とする学びの環境づくりが欠かせません。そ

のために、小学校と中学校を９年間という一つの大きな枠組みととら

え、小学校から中学校までを全教職員で子どもたちを育てていくとい

う意識のもと、系統的かつ継続的に指導する体制を確立するため、本

年度より中学校教諭が小学校に出向いて授業を行う乗り入れ授業や交

流授業を試行的に実施しています。 

また、義務教育における確かな成長には、継続的指導体制の構築が

何よりも大切と考えます。 

その実現には、教育の量を質へと転換する教師の「働き方改革」が

必要です。中央教育審議会では学校業務の在り方を、①登下校に関す

る対応や学校徴集金の徴収・管理など「基本的には学校以外が担うべ

き業務」、②部活動など「学校業務だが、必ずしも教師が担う必要のな

い業務」、③学習指導や生徒指導など「教師の業務だが、負担軽減が可

能な業務」といった３つの視点で整理しています。教師が子どもとし

っかりと向き合い、教育活動を進めることができる指導体制構築のた

め、家庭・地域・学校が一体となって教育環境を充実させる取組を進

めています。 

議  長 ３番 星 真希議員。 

星 議 員 

(再質問） 

答弁ありがとうございます。小学校から中学校まで、全教職員で子

どもたちを育てていくという意識で教育体制を確立し、その実現のた

めに学校業務の在り方を３つの視点で整理し、家庭・地域・学校が一

体となって、教育環境を充実させる取組を進めているということで理

解いたしました。 

再質問させていただきます。３つあるんですが、１つ目は、子ども

を主役とする学びの環境についてですが、子どもたちの教育環境が今

大きく変化するなかで、子どもたちも自分たちの環境について考えた

り、時には新しい環境に戸惑いを感じたりするかと思います。そうし

た子どもたちのいろいろな意見を取り入れながら、よい教育環境の構

築も必要ではないかと思いますが、学校側としては、子どもの意見を

聞いたり、または意見を出せるというような機会というか、そのよう

な環境はあるのでしょうか。 

２つ目は、学校業務の在り方についての、２番目の部活動に関して

ですが、学校業務だが、必ずしも教師が担う必要のない業務という視

点から、今後は地域の方々との連携も必要になってくるのではないか

と思いますが、部活動について、今後の取組について伺います。 

３つ目、今年から中学校の先生が小学校へ行かれて授業を行ったり、

交流授業を実施しているとのことですが、小学生が中学生の先生の授
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業を受けるということは、緊張することだったと思います。教育長の

答弁のなかで、９年間という一つの大きな枠組みで、子どもたちを育

てていく意識ということでありますが、小・中で統一した指導方針は

あるのかお聞かせ願いたいと思います。以上３つ、再質問させていた

だきます。 

議  長 教育長。 

教 育 長 

(再答弁) 

それでは再質問にお答えをいたします。まず、子どもの意見を聞く

環境があるのかということでございますが、様々な教育活動を行って

いくなかで、子どもの意見を大切にするということは、非常に大切で

す。先に就任した時の御挨拶でも申し上げましたが、子どもも大人も

ともに育ち合う、そういうまちづくりをしたいというふうに考えると

いうことで述べたかと思いますが、そのとおり、今、小学校・中学校

のほうには伝え、子どもの意見を大切にするということで進めている

ところです。 

２つ目、部活動の地域の方々への取組ということでございます。現

在南幌中学校の部活動の現状ですが、９つの部活動があります。スポ

ーツ系が７部、文化系が２部ということで行っています。そのなかで、

柔道部、女子バレーボール部は特設部として活動していて、担当教諭

は配置されていますけれども、地域指導者が指導しているという、そ

ういう少年団としての位置づけということになっております。現状の

課題として考えられるものとしては、指導者の確保、練習場所の確保、

地域に移行したとしても学校の協力が必要であること、ということが

挙げられておりまして、令和６年度からは、スポーツ少年団本部を運

営主体とし、教育委員会が事務局として関わる形で、部活動地域連携

検討協議会を設置し、地域・家庭・学校が一体となって、みんなで子

どもの活動を支えることを理念に体制構築に取り組みます。 

３点目ですが、いわゆる小学校・中学校、中１ギャップといって、

小学校から中学校へ進学する時に、教育環境や指導の違いに子どもた

ちが戸惑う、そういう場面も見られることがあったということであり

ます。町に一つの学校であることから、小学校と中学校の９年間を同

じ視点で、継続性のある教育環境を整えることが大切ということで考

えており、特に、人間力を育むためのコミュニケーション能力を高め

るための指導体制の構築、それから、自分はどう考えるかということ

を大切にした、深い学びを実現する授業改善を進めています。 

議  長 ３番 星 真希議員。 

星 議 員 

 

ありがとうございます。部活動に関しては、今後、地域の方と学校、

教育委員会が事務局になって地域の方との連絡協議会というか、そう

いうものを設置されるということで、部活の地域も混ざりながら、地

域の方とともに部活動を構築していくということで理解いたしまし

た。やはり主役は子どもたちでありますので、子どもの意見も聞きな

がらですね、うまくどういう体制を構築することがいいのか、皆さん

の意見もぜひ取り入れてやっていただきたいと思います。南幌町はま

ち全体で子どもたちを応援している、そのような町の教育環境、その

ような環境ですね。そういうものをつくっていただけるということを
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期待して、私の一般質問を終わりたいと思います。 

議  長 以上で星 真希議員の一般質問を終わります。 

次に４番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 町長に、あいるーとの運行について質問いたします。オンデマンド

交通あいるーとの運行が、令和３年１０月から開始され利用者からは

大変喜ばれています。令和４年度の運行実績では利用者が延べ９，６

７０人となっており、買い物や病院、公共施設の利用などに活用され、

アンケート調査によると、満足している、やや満足という回答が多数

を占めていました。 

しかし、利用された方からは、１回３００円は年金生活者にとって

は高いという声や、運行時間についても延長してほしい、土日の運行

もしてほしい、せめて町のイベントがある時は運行してほしいという

声もあります。運賃の支払い方法は、現金が８５％、ＷＡＯＮが７％、

福祉チケット・免許返納利用券あわせて６％となっています。あいる

ーとがさらに多くの町民から利用され、交通弱者となる方が安心して、

住み慣れた町で快適な生活が送れるようにするため、今後のあいるー

とについて伺います。 

１、利用料金の引き下げは考えているか。 

２、現金での支払いが困難な方が利用しやすい回数券や、パスポー

ト等の発行は。 

３、運行時間の延長や、土日、町のイベントに合わせた運行は。 

以上３点について町長の考えを伺います。 

議  長 町長。 

町  長 あいるーとの運行についてのご質問にお答えします。 

１点目のご質問については、本年４月のアンケート調査で、「あいる

ーと」を利用したことがある方に対する「現行の運賃について」の問

いでは、「ちょうど良い」または「安い」と回答された方が８２％とい

う結果から、現行の運賃は妥当であると考えています。 

なお、利用者の多くを占める高齢者の利用料金引き下げは、町の財

政負担と受益者負担のバランスに影響を及ぼすことから、利用料金の

引き下げの考えはありません。 

２点目のご質問については、アンケート調査などの意見、要望を踏

まえて、回数券の導入を検討してまいります。 

３点目のご質問については、運行時間の延長や土日、祝日における

運行の拡大により、利用者の利便性向上につながることは理解いたし

ますが、全国的にバスやタクシーの運転手不足が深刻な問題となって

います。「あいるーと」運行事業者からも運転手の増員は難しいと言わ

れておりますことから、現時点では運行時間や運行日を拡大できる状

況ではありません。 

なお、町のイベントに合わせた運行は、高齢者などの社会参加の機

会促進につながることから、試行的な運行について、運行事業者と協

議してまいります。 

議  長 ４番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 再質問を行います。ただいま答弁していただいて、アンケート結果
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(再質問) のことなんですけれども、その答弁のなかで、今、料金についても安

い、８２％の方から現行の料金、運賃は妥当であると考えているとい

う答弁でした。このオンデマンド交通あいるーとが運行されるように

なって、先ほども言ったように、利用者からの声は本当に便利になっ

たとか、利用しやすいという声がたくさん出ていることは、これから、

今利用していなくても今後利用しようと思っている町民にとっても、

心強いものだと思います。 

それで、そのアンケートなんですけれども、今年、令和５年４月に

行った利用者アンケートは、職員が直接乗り込んで調査したと言われ

ています。それで、その回答者数が１３名ということです。その１３

名の方から聞き取ったことで今パーセンテージを出しましたけれど

も、それが妥当なものなのかということでは、ちょっと疑問に感じま

す。先ほども言ったように、アンケートによれば、現在の運賃はちょ

うど良いが８名で７３％、高いは２名で１８％、安いが１名で９％と

なっています。また、現在の運行日については、今のままで良いが８

名で６７％、土日の運行をしてほしいが４名で３３％、また、お迎え

や到着時間については、ほぼ時間どおりであるということや、あいる

ーとに満足しているかについては、満足、やや満足で１００％となっ

ておりますが、やはりこの１３名の回答であることから、今後調査を

どのように進めていくのか、時期的なことは考えているのか、利用さ

れている方以外にも、今後利用しようと思っている方、登録されてい

てまだ使っていない方、そのような方にどのように調査をしていくの

かを伺います。 

また、利用料金については引き下げる考えはないということでした

けれども、主な利用目的に挙げられているのは、大人の方では買い物

や病院、公共施設の利用、また、子どもでは少年団活動、学習塾など

の習い事となっています。先日、ちょうど私もインフルエンザの予防

接種に行った時に伺った利用者さんに、今日は何で来ましたかと聞い

たら、あいるーとを予約してきたけれども、帰りの時間がわからない

ので帰りは予約していないということでした。それで、使ってみてど

うですかとお尋ねしたら、はじめは３００円なら利用しやすい、安い

と思ったんだけれども、病院の往復とか、せっかく町まで出かけて、

もう１か所用事を足したいと思うと、６００円から９００円掛かる、

それから御夫婦で行かれた場合はその２倍かかるということで、どう

しても出かける回数を制限しなければならなくなってくると。今この

物価高でいろいろ年金も下がっているなかでは、本当に厳しいので、

せっかくこのようにみんなから利用されて、愛されているこのあいる

ーとを、もっと利用しやすいようにしてほしいという声でありました。

また、高齢者が住み慣れた町で安心して外出する機会を増やすという

ことが、引きこもりにならずに、コミュニケーションを図る機会も多

くして、そのことで健康増進や認知症の予防などに大きな効果がある

と考えます。この南幌町の第６期南幌町総合計画後期計画のなかでも、

安心・安全・便利な交通対策の推進という所に、しっかりあいるーと

の活用がうたわれています。こういうものを見ますと、先ほどの答弁
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のなかで、運賃を下げるということは考えていないということでした

けれども、私はいろいろその高齢者のことを考えた時に、７０歳以上

の高齢者の利用料金を、今の３００円から１００円に引き下げる、こ

のようなことを検討すべきではないかなと思いますけれども、再度伺

います。 

また、時間の延長や土日の運行、町のイベント時の運行ということ

については、先ほど前向きな答弁でありました。土日の運行の検討に

ついても、高齢者の利用は、普段でも午前中と午後３時ぐらいが多数

となっていますけれども、子どもの少年団や塾の利用については、時

間を延長してほしいとか、そういうような要望はないのか、それを１

点伺います。 

また、町のイベントに参加したくても足がないという声があるとい

うことも、アンケートとかいろいろ町民からの声もあって、町長は先

ほど前向き答弁で、検討していくということでした。それで、ぜひと

もいろいろこう、せめて大きなボランティアフェスタとか、文化芸術

発表会とか、いろいろそういうものを土日とか祝日にやる場合には、

早くそれを検討してほしいと思いますので、その時期とかについて伺

います。 

また、支払い料金のことで今回数券のことも検討するということで

したが、キャッシュレス決済、最初のシステム導入時は、キャッシュ

レス決済と現金併用型としていましたけれども、現在は現金が８５％

となっているということで、回数券の発行を望むという声は本当に多

いと思います。また、子どもが利用される保護者の方からは、子ども

に現金を持たせているということで、やはり不安だという声もあるこ

とから、速やかにこの回数券の発行をしてほしいと思います。で、回

数券も、普通中央バスとかをいろいろ利用する時に、１１枚綴りで１

０回分のお金を払うという形があります。やっぱりお得感、そういう

ものもぜひ検討すべきではないかなと思いますので、そこも答弁をお

願いいたします。 

あいるーとの運行について、一つ意見として述べたいんですけれど

も、今現在利用されている方でも、病院に行く時の付添い者の利用料

金、これが減額されているということを知らない方がおります。例え

ば、広報に挟んでくる病院だよりとかが、今カラーになって４月から

は見やすくなりました。それを各家庭で電話のそばとかに貼っていて

利用されている方が多いと思うんですけれども、私はこのあいるーと

の運行の基準というか、こういうことができますとかっていうのを、

やはりわかりやすく見やすい形でつくって、ぜひ広報なりに折り込ん

で、してほしいと思うんですけれども、その辺はできるかどうか、そ

の考えも伺います。以上です。答弁をお願いいたします。 

議  長 まちづくり課長。 

まちづくり課長 まず始めに、あいるーとのアンケート調査の関係につきましてご答

弁申し上げます。先ほど熊木議員のほうから、アンケートの回答結果

につきまして１３件という形でお話がありましたが、これにつきまし

ては、あいるーとに乗り込んだ時の調査をした、乗客の聞き取り調査
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の件数でございます。それとは別に、広報４月号のほうにアンケート

用紙を同封いたしまして、そちらからの回答。それから、グーグルフ

ォームを活用した、電子のアンケート調査を実施しております。この

広報に折り込みましたアンケート調査及びグーグルフォームによるア

ンケート調査での回答につきましては、１３７件の回答があったとこ

ろでございます。熊木議員のほうからご指摘のありました、乗り込み

調査での１３件という、非常に少ないのではないかというご意見でご

ざいますけれども、これにつきましては本年度もアンケート調査の実

施を予定しております。乗り込み時間や乗り込み期間を増やすなどし

て、より多くの利用者の声を聞けるように、改善をしていきたいと思

っております。なお、本年度につきましては、アンケート調査は２月

の利用者が多い状況もございますので、２月を目途に、今アンケート

調査をするよう計画をしているところでございます。以上です。 

議  長 町長。 

町  長 

(再答弁) 

熊木議員の再質問にお答えいたします。ご質問がいくつかございま

したので、答弁内容が前後いたしますことをご容赦ください。 

まず、１番目の料金でございますけれども、３００円の料金設定で

ございますけども、当時路線バスの料金が１７０円、巡回バスの料金

が２００円、そしてタクシーの初乗り料金が５５０円でありました。

それらの料金バランスを考慮しまして、３００円という料金設定をさ

せていただいたところでございます。また、あいるーとの令和４年度

の事業決算を申し上げますと、事業者への委託料が１，４２４万５，

０００円、燃料費・保険料・車両維持経費が２９７万３，０００円。

合計１，７２１万８，０００円の事業費総額に対しまして、利用料金

が２３２万４，０００円、国庫補助金が２６５万８，０００円。事業

収入の合計額は４９８万２，０００円で、差し引き１，２５１万８，

０００円、７１％が町負担となっている状況でございます。なお、事

業者への委託料でございますけども、ドライバー２名、オペレーター

１名分を経費として執行しております。また、令和６年度、これから

でございますけども、委託料の試算額は１，５７３万円で、対前年比

１４８万２，０００円、１０％の増額見込みで、これは人件費のアッ

プが主でございます。そのような状況下において、また、昨今の燃油

高や車両維持経費、物価高騰を踏まえますと、料金の引き下げは難し

いというように考えてございます。 

なお、回数券のことでございますけども、アンケート調査を望む声

がございましたので、これについては利用者の利便性向上のために、

来年度からの実施に向けて検討してまいりたいというふうに考えてご

ざいます。 

また、時間延長や土日の運行でございますけども、全国的に公共交

通、観光バス、タクシードライバーの不足が顕著でございます。毎日

深刻な課題としてメディアでも取り上げられております。あいるーと

の事業者につきましても、現状厳しい状況でございまして、時間延長

や土日運行については打診をしておりますけども、恒常的な増員は難

しいというような状況でございます。 
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なお、年に数回の町のイベントに合わせた臨時的な運行といいます

か、そういうイベント運行につきましては、これから高齢化が進行す

るなか、お年寄りのそういう外出機会の確保という観点から、試行的

な実施について検討してまいりたいというように考えてございます。 

また、子どもたちの利用に関する声はなかったのかというようなこ

とでございますけども、先の行政懇談会において、子どもが利用する

場合、やはり現金でなくて回数券、そういうもので利便性の向上を図

っていただけないかというような声がありましたので、これについて

はそういうような形で検討してまいりたいなというように考えてござ

います。また、あいるーとを町民の方が広く利用していただくための

周知ですけども、これにつきましては工夫をしまして、町民の皆様に

お示しできるようにしたいというように考えてございます。 

議  長 ４番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 

(再々質問) 

今、答弁いただきましたけれども、再々質問させていただきます。 

私も運行経費について、令和２年度に実施された時に、１，３６０

万３，０００円で、４年度のこともちょっと調べて今話そうと思った

んですけれども、町長のほうから今答弁いただきました。令和６年度

の予算ということでも、今１０％増だということでした。そういうな

かでも、今町長のほうから７１％が町負担だということ、それもわか

ります。今後この利用料金や時間延長などを検討した場合の維持管理

費とかが、今１０％上がるということだったんですけれども、私は多

少委託料や維持管理費が増加しても、やっぱり町民の交通弱者の利便

性を高めるという施策としては、必要な経費だと考えます。また、今

バスというか、今までの巡回バスからあいるーとになって、やっぱり

使われている方が口コミでだんだん広めていっていると思うんですよ

ね。それで、免許返納者とかも、今、免許返納の券を使って利用され

ている方が、今後引き続き利用するということは大いに考えられると

思いますので、そこはやっぱり今度予算に絡むことですから、でもや

っぱり町の大きな施策として、これを普及させるというところでは、

ある程度の支出はやむを得ないと私は考えますけれども、そこのとこ

ろで町長の見解を伺います。 

本町は、先ほどの行政報告のなかでもありましたように、はれっぱ

がオープンして、１４万人を超えたというなかで、子育て人口が増加

していることが各多方面で取り上げられています。それで話題になっ

ています。町が賑わい、人口増は本当に大変喜ばしいことと思います

けれども、同時にこの町をしっかり支えてきた、そして支えて発展さ

せてきた町民に、同じように感謝の念を忘れてはいけないと思ってい

ます。この先、高齢化率も上がってきます。全ての人が、子どもも大

人も、そして高齢者も、町民にやさしいまちづくりということをする

ことが、町の大きな役割だと私は考えます。住民の足の確保というの

は、先ほども再質問でも述べたように、これから高齢化率が上がって

いくなかで、本当に引きこもらないで外に出ていく、そして町の事業

とかにもどんどん参加していく。このような人を増やすことが、今後

のまちづくりに大きな役割を果たすことになると思います。病院にか
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かる方も、健康予防を自らすることで、病院の経費も抑えるとかそう

いう形にもつながっていくと思いますので、ぜひとも検討を願いたい

と思うんですけれども、再度答弁をお願いいたします。 

町民にお知らせをするというのは、取り組んでくれるということな

ので、ぜひそれもお願いします。 

議  長 町長。 

町  長 

(再々答弁) 

熊木議員の再々質問にお答えいたします。料金の件でございますけ

れども、利用される方にとっては負担が少ないのは、１番いいことで

はないかと思いますけども、現段階において、現行の料金体系をいか

に維持していくのか。そういうその行政課題が、私は１番ではないか

なと思います。やはり事業は継続していかなければなりませんので、

その一定の収入確保については、私は当然行っていかなければならな

いものと考えております。なお、年金生活者や高齢者に対します、感

謝の念というか、料金の引き下げでございますけども、理解いたしま

すけれども、このあいるーとの利用者の多くが７５歳以上の方でござ

います。この料金収入が減少すれば、事業としての自立性はますます

低くなってくるものでございますので、これについても難しいのかな

というように考えてございます。 

また、地域公共交通対策でございますけども、これにつきましては

民業を圧迫しないことが前提でございます。時間延長や、運行日の拡

大、これにつきましては慎重な調整と対応が必要でないかなと思いま

す。加えまして今、２０２４年問題がございます。ドライバーの労働

時間の見直し規制が始まります。交通事業者の経営状況、経営環境や、

ドライバーの確保については、ますます深刻化が極めるものでないか

なと思っております。いずれにいたしましても、引き続きアンケート

調査などによりまして、町民ニーズを把握しまして、課題解消に努め

てまいりたいと考えてございます。以上でございます。 

議  長 以上で、熊木 惠子議員の一般質問を終わります。 

次に５番 佐藤 妙子議員。 

佐藤議員 認知症対策について。超高齢化社会の抱える問題のなかでも、差し

迫って重要性が高い認知症問題は、認知症についての知識の普及、認

知症の人が住み慣れた地域で暮らし続けられる社会にしていくための

施策、予防や治療に関することを推進する施策など、多方面から早い

段階で手を打っていかなくてはならない状況です。 

２０２３年６月１４日、「認知症基本法」案が参議院本会議で可決、

成立しました。内容には、認知症の人の尊厳を守ることや正しい理解

の普及、バリアフリー化の推進などが盛り込まれました。本町ではこ

れまでも介護保険事業計画・高齢者福祉計画において認知症総合支援

事業のなかで様々な取組を進めていますが、以下の３点について町長

に伺います。 

１、認知症の方との共生社会の実現を推進するために、認知症に関

する正しい知識や理解、また認知症の早期発見の実現をどのように進

めていくのか。 

２、認知症対策については第９期南幌町介護保険事業計画・高齢者
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福祉計画のなかでこれまで同様に定めることを確認しましたが、その

なかで新たな取組は考えているのか。 

３、認知症になると、物事の決定について本人の明確な意思が伝え

られない状態が想定されます。そうなる前に認知症本人の今後の医療

的決定事項や資産状況、葬儀の希望など、あらかじめ終活に関する個

人情報を町に登録することで、いざというときに関係機関と連携がで

きる「終活情報登録制度」の考えについて伺います。 

議  長 町長。 

町  長 認知症対策についてのご質問にお答えします。 

１点目のご質問ついては、認知症になっても自立した生活ができる

よう、地域全体で正しい知識の普及が重要と考えることから、引き続

き、老人会やカフェサロンでの講話や各団体への認知症サポーター養

成講座を実施します。また、地域包括支援センターや民生委員など、

地域の関係するネットワークによる情報連携と保健師の訪問などによ

り、認知症を疑われる方の早期発見と支援に取り組んでまいります。 

２点目のご質問については、現在、介護保険事業計画策定委員会に

おいて実施事業等の検討作業を進めていることから、計画案が策定さ

れた段階で説明します。 

３点目のご質問については、「終活情報登録制度」は、専門的な職員

配置など体制の整備が必要であり、現段階での導入は難しいことから、

エンディングノートが多くの人に広がるよう理解と利用促進のための

啓発を行うとともに、「ふるさと未来塾」などを活用したセミナーを開

催してまいります。 

議  長 ５番 佐藤 妙子議員。 

佐藤議員 

(再質問) 

それでは再質問させていただきます。 

認知症を疑われる方の早期発見と支援に取り組んでいただけるとい

うお話でした。私も本町の認知症対策で、今後特に早期発見が重要に

なってくると思います。本町の高齢化率ですけれども、１０年前は２

６．８８％でした。令和５年では、３４．７６％に増えております。

今年になってですね、私の所にも、もの忘れが多くなったり、ひとり

暮らしで不安だ、また遠くの子どもには心配をかけたくないなど、相

談件数が増えてまいりました。なかにはですね、幻覚とか妄想があっ

ても、自分は認知症ではないと、その自覚がない方もいらっしゃいま

した。すぐ、あいくるの保健師さんにお繋ぎして対処していただいた

んですけれども、本当に、後で相談者も安心していただき、本当に私

も本当に心強く思っております。やはりその早期発見が重要だと思い

ます。本町でも様々な事業に取り組んでいただいておりますけれども、

最近の自治体で、もの忘れチェックシートというものを利用している

所があります。それは、自分の気になる症状に早く気づいて治療につ

なげるという、そういう目的なんですけれども、そういうチェックシ

ートをですね、特定健診などで活用して、早期発見につなげるという

のも一つの方法かなと思いますので、そのチェックシートの取組に関

してお伺いいたします。 

それと２点目ですね。今後計画のなかで説明していただけるという
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ことなので、２点目は了解いたしました。 

３点目なんですけれども、やはり専門的な職員配置が必要というこ

とで、これをされている所は、横浜市とか、どっちかというと大都市

でありまして、本町では難しいところもあるのかなという思いではご

ざいますけれども、しかしですね、今多くの高齢者が認知症に不安を

抱いているんですね。それは確かなことであります。特に終活に対し

てもなんですけれども、先ほど町長のお話のなかで、ふるさと未来塾

とかエンディングノートとかで、これから考えていただけるという、

そういうお話もございましたので、安心しておりますけれども、ただ、

町の考え方としてはそのような方たちを地域で守っていきましょうと

いう、そういうお考えがあると思います。それはすごく大事なことだ

と思いますけれども、その地域の方たちも、どこまで認知症の方々の

情報を把握しているのか、本当にそれを公開してもよいものなのか、

支援のなかで不安を抱いている方もいらっしゃいます。あらかじめい

ろんなことを知ることで、より地域の見守りができていくのではない

かと思うんですね。例えばですね、今現在高齢者宅の冷蔵庫に保管し

てある安心キットがあります。あれは本当にすごく活用されていて、

すごくいいものだと感じておりますけれども、安心キットの中に自分

の情報を追加することとか、また、これは一つのご提案なんですけれ

ども、今このことがちょっと話題になっているんですが、例えば家族

のＱＲコードをつくって事前に登録して、ＱＲコードでできたそのシ

ールを認知症の方の衣類や持ち物に貼るという、そういうシールなん

ですけれども、これが行方不明になっても、その発見した人が、洋服

などについているそのＱＲコードから、家族に写真と現在地が送られ

る仕組みになっているんです。個人の情報登録とか、家族の情報も開

示されるということもないことから、とても安心なものらしいんです

ね。それで、価格も安価な利用設定でできるものらしいんです。それ

で、今後そういうものも活用しながら、本町としてできるところから

取り掛かっていってはいかがかなと思っております。そこの部分で、

町長の考えを伺います。 

議  長 町長。 

町  長 

(再答弁) 

佐藤議員の再質問にお答えをいたします。 

まず認知症基本法でございますけれども、来年１月に施行が予定さ

れておりまして、これからいろいろなこう、支援体制ですとか、事業

化が出てくるものではないかなと思っております。本町における認知

症者数でございますけども、なかなか判定が難しいといいますか、数

値化が難しいわけでございますけども、日常生活の自立度判定基準に

当てはめた場合でございますけども、その場合の認知症の数につきま

しては、本町で４２９名で、これにつきましてはやはり年々増加傾向

にあるのではないかなというふうに考えてございます。 

１点目の、認知症に関する正しい知識や理解、また早期発見の件で

ございますけども、当然、認知症の理解促進については重要であるこ

とは認識しております。ここ数年コロナ禍がありまして、町は様々な

取組をしておりますけれども、なかなか事業ができないような状況で
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ございました。５月からコロナが５類に移行しましたので、これから

取組がまた以前のような形に戻るのではないかなと思ってございま

す。基本法の施行を踏まえまして、改めて老人会やカフェサロンでの

講話、また様々な機会を通じて、この正しい知識、理解促進が進むよ

うに、普及に努めたいというように考えてございます。早期発見につ

きましては、個人情報もありまして、なかなかすぐに進むのではござ

いませんけども、民生委員や地域関係者のネットワークの強化、そし

て福祉サービス事業者との連携、また、地域包括支援センターでは、

総合相談窓口を設置しております。それらの活動を充実させますとと

もに、保健師の日頃の訪問活動によりまして、早期発見に努めてまい

りたいというように考えてございます。 

それと３点目の終活情報登録制度でございますけども、議員言われ

るように、いざという時や、認知症の発症を懸念した備えについては、

大変重要であるというように考えてございます。しかし、この終活情

報登録制度の実施につきましては、専門職員の配置など、実施体制に

非常にハードルが高いものがございます。現在は、道内では石狩市だ

けで実施されていると聞いております。道外では主に中規模都市以上

で実施されている先進事例がございますけども、なかなかまだ事業の

定着性には時間がかかるのかなというような気がしております。そう

いうことから、この終活情報登録制度に変わりますというか、取り組

みやすいエンディングノートの活用、これにつきましては以前議員か

らも一般質問をいただいた経過がございます。あくまでも終活情報と

して、個人が管理するものでございます。こうしたものを取り組みや

すい機会づくり、セミナーの開催を含めて、実施してまいりたいとい

うように考えてございます。また、もの忘れチェックシート、これに

つきましては、どのようなものがいいのか、こういう名前も含めてこ

ういうものがいいのか、これにつきましては検討させていただきます。

また、安心キットの登録内容の追加、これにつきましても、また検討

させていただきたいというように考えてございます。以上でございま

す。 

議  長 ５番 佐藤 妙子議員。 

佐藤議員 以上で終わります。 

議  長 以上で、佐藤 妙子議員の一般質問を終わります。 

ここで、１０時４５分まで暫時休憩をいたします。 

（午前１０時３３分） 

（午前１０時４５分） 

議  長 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

次に９番 高橋 修平議員。 

高橋議員 それでは質問に入らせていただきます。学校給食の素材と食品添加

物について。将来の子どもたちの健康とカラダづくりにおいて、食事

は重要な要素の１つです。ところが食文化の多様化に伴い不安を感じ

る食材が出てきていることから、給食への影響について質問します。 

最近メディアで話題となっている食用のコオロギなどの昆虫食を推

奨する目的は食糧不足を補うためのものですが、２０５０年には世界
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人口が１００億人になるといわれ、重要な栄養源であるタンパク質の

確保が必要であり、昆虫食は牛、豚、鶏などの畜産よりも環境負荷が

少なく効率よく育てることができる食材とされています。日本人は昔

からイナゴを佃煮にして食べる風習もあり、昆虫を食べること自体が

問題ではありません。中国の薬学百科ではコオロギは「微毒」、「妊婦

は禁忌」として、堕胎薬としても使われていました。しかし１番の問

題点はコオロギがゲノム編集しやすいことです。ゲノム編集及び遺伝

子組み換えとは、どちらも生物の遺伝子を人為的に操作する技術で、

日本では遺伝子組み換え作物を栽培はしていませんが、遺伝子組み換

えされた大豆やトウモロコシなどが国内に大量に輸入され、加工食品

や調味料、そして食品添加物などがつくられています。 

食べ物に関する遺伝子組み換えの歴史は３０年程度で海外では様々

な実験や研究が行われ、食べ続けることによりがんやアレルギー疾患、

不妊症などのリスクが高くなると指摘されています。ゲノム編集に関

しては遺伝子組み換えよりもさらに新しい技術なので、食料としての

危険性は研究が不十分とされています。それでも遺伝子を操作するこ

とから、食べ続けると遺伝子組み換え作物と同様の病気発生のリスク

が指摘されています。 

以上を踏まえ、以下の３点について教育長に伺います。 

１つ目、給食における遺伝子組み換えやゲノム編集食材の現在の使

用状況は。 

２つ目、今後これらの食材のほかにも児童生徒やそのご家族が不安

を感じる食材を使用する際には事前に各家庭に伝えるなどの意向はあ

るのか。 

３つ目、遺伝子組み換えやゲノム編集、昆虫などは今後、食品添加

物や調味料に多く含まれていく可能性があります。無添加調味料や無

添加食材を使用した「無添加給食」への移行は南幌町の学校給食のイ

メージアップになると考えますが教育長の考えは。 

議  長 教育長。 

教 育 長 学校給食の素材と食品添加物についてのご質問にお答えします。 

本町の給食は、学校給食法の基準に基づき、安全で安心な学校給食

を児童生徒へ提供しています。 

１点目のご質問については、現在、遺伝子組換えやゲノム編集され

た食材は、学校給食に使用していません。 

２点目のご質問については、学校給食において、児童生徒や保護者

が不安を感じるような食材を使用することは、あってはならないこと

から、安全性が確認できない食品や不安を抱くような食材を使用する

考えはありません。 

３点目のご質問については、学校給食において不必要な添加物が含

まれる食材の使用は避けていますが、添加物を使用しない「無添加給

食」については、食材が限られ献立への影響が懸念されるため、移行

は難しいと考えます。 

議  長 ９番 高橋 修平議員。 

高橋議員 １点目と２点目についての答弁のほうは、確認の意味もありますの
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(再質問) で、わかりました。ありがとうございます。 

３点目の答弁に関する再質問をさせていただきます。今はアレルギ

ーを持つ生徒さんは、給食を弁当に変更できるというふうに伺ってお

りますが、食品添加物以外にも、砂糖・小麦・乳製品に対する懸念な

ど、様々な理由でお弁当に変更したいと思っている保護者や生徒さん

も、多くはありませんがいらっしゃいます。なので、アレルギーはな

くてもお弁当に変更できるか、できないかということをお伺いしたい

と思います。 

議  長 教育長。 

教 育 長 

(再答弁) 

高橋議員の再質問にお答えします。学校の給食については、学校給

食法というものに定められたもので提供しています。そのなかには食

育といって、安全なおいしい給食を出す、提供をする、それ以外にも

７つの目標が達成されるようにということで書かれております。その

７つの目標のなかには、例えば、望ましい食習慣を養う。それから、

明るい社交性及び協同の精神を養う。生命及び自然を尊重する精神並

びに環境の保全に寄与する態度を養う。それから勤労を重んじる態度

を養う。生産だとか、流通及び消費について正しい理解を導く。この

ような目標があります。学校衛生管理基準に従い、食品事故を起こさ

ないための安全管理を徹底し、安全・安心の給食、これを心掛けて徹

底しております。ただ、アレルギー等、これは生命にも関わることで

あることから、不安がある場合については、学校給食の目的や狙いを

十分説明したうえで保護者と相談して、アレルギーの管理表に基づい

て個別に対応してまいりたいと思います。 

議  長 ９番 高橋 修平議員。 

高橋議員 現状では、アレルギーがなければ弁当には変更できないという意味

合いで一応理解しました。食育の考え方の一つとして、一人ひとりが

食べ方とか、食べるべきもの、食べないほうがいいものとか、食べる

と悪化するものとか、様々ございます。旬のものを食べることの大切

さとか、添加物、農薬、放射能の危険性なども、やはり子どもたちに

伝えていくことというのは、自身の健康な心と体、豊かな人生をつく

るうえで大切だと思っていますし、あとは前回のワクチンの一般質問

でも言わせてもらったんですけれども、やはり何か起こったとしても、

やっぱりその自身の自己責任みたいなところになってくると思います

し、その保護者の責任というのもあると思いますけれども、やっぱり

そればかり言いすぎると厳しい部分もあると思いますので、やっぱり

町としては、できる限りわかりやすく様々な細かい情報提供など、あ

とはやっぱり選択肢は増やしていったほうがいいんじゃないかなと、

僕は感じるところがございます。再々質問のほうはございませんので、

これで一般質問を終了させていただきます。 

議  長 以上で高橋 修平議員の一般質問を終わります。 

次に２番 西股 裕司議員。 

西股議員 私のほうからは、南幌町ゼロカーボンシティの実現に向けた取組は

ということで１問質問させていただきます。世界的な気候変動の要因

は、地球温暖化が要因といわれ、今年の夏は気温の異常な上昇などに
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より、本町の農作物等にも影響が現れてきています。 

日本では２０５０年までに二酸化炭素など温室効果ガスの排出量と

吸収量を均衡させ、その排出量を「実質ゼロ」に抑える、脱炭素社会

の実現を目指しています。北海道においても「ゼロカーボン北海道」

の実現を目指していることから、南幌町も２０５０年までに温室効果

ガス排出量を実質ゼロにしようと、町長は令和５年度第１回定例会に

おいて「南幌町ゼロカーボンシティ」の宣言を行いました。 

その後、具体的な施策等は示されていませんでしたが、町広報１１

月号において南幌町地球温暖化対策実行計画進捗状況報告が掲載さ

れ、南幌町が取り組む事務・事業として対象施設及び基準排出量や削

減目標が初めて公表され、令和４年度の基準排出量は８．７％削減で

きたとの報告が掲載されていました。 

今回の公表は、あくまでも南幌町の行政の事務・事業としています

が、この先は、町だけで取り組んで達成できるとは思えません。 

２０５０年までの約２６年間という長いスパンでどのように削減を

していくのか、町民にもっと具体的な計画を知らせる必要があるので

はないでしょうか。また、町民も一体となってこの宣言の実現を目指

すことは考えているのか伺います。 

議  長 町長。 

町  長 南幌町ゼロカーボンシティの実現に向けた取組はのご質問にお答え

します。 

２０５０年までに温室効果ガス排出量の実質ゼロの実現を目指す

「ゼロカーボンシティ宣言」は、本町を含め道内１４０の市町村で行

われました。 

本町においては、第４次南幌町地球温暖化対策実行計画に基づき、

２０３０年度に２０１３年度比で温室効果ガスを５０％削減すること

を目標として、省エネルギーや省資源の取組の実践をはじめ、公共施

設や街路灯のＬＥＤ化、役場庁舎の地中熱ヒートポンプシステム導入

など、温室効果ガス排出量削減の取組を進めています。 

しかしながら、温室効果ガス排出量実質ゼロを目指すためには、町

の事務事業における温室効果ガス排出量削減の取組だけではなく、町

民並びに事業者などの理解と協力が必要と考えます。 

そのためには、エネルギーの節約や転換、二酸化炭素の少ない交通

手段やサービス等の利用など、身近なことからできる行動や取組につ

いて、町広報、ホームページ等により周知と啓発を行うとともに、地

域と行政が一体となり地球温暖化対策を推進するため、先進事例など

を踏まえ調査検討を進めてまいります。 

議  長 ２番 西股 裕司議員。 

西股議員 

(再質問) 

再質問させていただきます。地方自治体の温暖化対策に向けた姿勢

を示すのが、ゼロカーボンシティの宣言だったのかなというふうに思

っております。そのなかにおいてですが、今年の流行語大賞のなかで

は、ノミネートされたなかで、地球沸騰化と。温暖化よりもですね、

かなり悪いような状況になってきているよという言葉が今出てきてお

ります。そういうことを踏まえたなかで、１１月のなかでは、事務事
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業の中で８．７％ということなんですが、これは最初の南幌町の地球

温暖化対策実行計画のなかでは、３０年までに５０％まで削減します

よという流れで言っていたと思うんですが、これも今の段階で８．７

ということになると、残りですね、約もう６年しかないですから、そ

のなかでどうやって減らしていくのかということになるんですが、中

期の財政計画のなかでですね、まだ庁舎以外の所のヒートポンプです

とか、そういうものの計画もないような状況ですので、事務・事業も

５０％まで減らすというのは非常に難しいのかなというふうに思いま

す。そのなかでまださらにゼロにしてくよというような形を、２６年

という非常に長いスパンなんですが、そのなかでどのようにやってい

くのかというものがですね、もう既にある程度のガイドラインという

か、ものは示してもいいんじゃないかなというふうに思うんですが、

この辺の考え方についてですね、町長にお伺いしたいと思います。 

議  長 町長。 

町  長 

(再答弁) 

西股議員の再質問にお答えをいたします。議員ご指摘のとおり、現

在の役場内だけの事務・事業だけで、２０５０年までに温室効果ガス

排出量を実質ゼロにすることは到底できるものではございませんし、

町民や事業者、町民一体となった取組が必要であるということは認識

しております。そのなかで、現在の町の事務事業の温暖化対策でござ

いますけども、８．７％削減ということで、広報１１月号で令和４年

度の実績について掲載をさせていただきました。ちなみに令和５年度

から、役場庁舎内の１２施設の電力量をカーボンＦプランというもの

に変更してございます。また、街路灯の設置が随分進んでございます。

そういうことで、令和５年はまもなく実績が、令和５年も終わります

けども、そういうなかで、令和４年度８．７％の削減が、削減量とし

まして３６％を今試算してございます。令和６年度につきましては、

さらにその取組が進みまして、３９％の削減ができるのではなかろう

かということで、役場内では今そういう数値を押さえてございます。

今後、町民への数値化ということをおっしゃっているんじゃないかと

思いますけども、なかなか町全体におけます計画や数値化につきまし

ては、排出量の算定や削減量の確認、それと各目標値の設定など、な

かなかちょっと難しいようなところがあるのかなということで考えて

ございます。また現在、国・道もこのゼロカーボンに対しては、加速

的に進めているものと思います。これから事業の支援なんかも出てく

ると思います。先進的な取組も出てくると思います。当面は、広報１

２月号でも掲載いたしましたが、現在環境省が国民に示しているゼロ

カーボンアクション３０という取組事例がございます。そのような啓

発をまずは進めている、ライフスタイルの見直しですね。そういうも

のの町民啓発を進めたいというように考えてございます。 

議  長 ２番 西股 裕司議員。 

西股議員 

(再々質問) 

それでは再々質問させていただきます。先ほどの回答のなかで、町

民にできることということで協力していただきたいということで、エ

ネルギーの関係ですとか、交通の関係も出ていたんですが、そのほか

でも食品ロスの関係、それとかごみの排出量を減らすんだという取組、
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そういうこともやっぱり必要になってくるだろうと。エコバックやマ

イボトルを使用するだとかもあるんですが、緑を育てる、増やすとい

う事業も必要になってくるのかなというふうに思います。やっぱり脱

炭素のなかではそういうようなものをしていかなきゃならないのかな

と思っております。 

今、環境省のほうで、そういうような事業がうんぬんという話があ

ったんですが、例えばですね、町民向けに既存の住宅の省エネに対す

る増改築というか、エコ部分でそういうものに対する補助金ですとか、

ＥＶ自動車に対する補助ですとか、そういうのも実際に出ていまして、

令和４年度ですとか、令和３年から令和７年までの間ですとか、もう

既に実行されているというか、そういうような事業というのが、地域

脱炭素の推進のための交付金として既にあるわけなんですよね。です

からそういうものが、これは該当する、しないというのは、私も深く

見ていないですからわからないんですが、そういうものがあったとす

れば、今町で行っているリフォームの関係に、そういうものをプラス

してさらに進めるとか、そういうこともできるんじゃないだろうかな

というふうに思います。それと、そういう設備をするよという部分に

ついてもこういう交付金の活用というのはできるのかなというふうに

思っております。ですから、もっともっとやはりこういうところを探

ってみて、我々よりも情報網もあると思いますので、ぜひ実現に向け

た取組のほうにやっていただきたいなと思います。 

もう一つあるのは、これをいかに町民に知らせるのかということな

んですね。先ほどのあいるーとの関係でもどうするんですかという話

だったんですが、議会報告懇談会でもそうですし、行政懇談会でもそ

うだったと思うんですが、いろんなメディアを通して、町もいろんな

アナウンスをしているんですが、それがうまく伝わっていないような

状況だったのかなというふうに思います。ですから読まれていたらあ

まりこういう質問もないのになというのもあったと思うので、こうい

う事業の周知の仕方というものを、もう１回検討していただきたいな

というふうに思います。この関係についてですね、もし何かあれば意

見をお伺いしたいと思います。 

議  長 町長。 

町  長 

(再々答弁) 

それでは、再々質問という形でご答弁をさせていただきます。 

以前町では、バイオマスエネルギーとして、稲わらペレット化を目

指しまして、調査・研究を進めた経過がございますけども、実用性に

ちょっと課題があるということで、現在は取組を中止している状況で

ございます。それと、緑を増やすということで議員からのお話をいた

だきました。そういう観点では、今みどりの食料システム戦略という

ものが進められております。これは農村環境の保全や地域資源を維持

するものでございます。内容としましては、農薬の使用料を２０３０

年までに１０％、２０５０年までに５０％低減するというもので、ま

た、化学肥料につきましても、同様に２０３０年までに２０％、５０

年までに３０％低減するという取組でございます。本町におきまして

も、この環境型保全に取り組んでいる生産者がおられます。現在、１
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３経営体でございます。面積につきましては１７８ヘクタールで、現

在肥料の高騰もございまして、生産者からのお問い合わせが増えてお

りまして、取組もこれから増えていくのかなと思ってございます。ま

た、農協におきましても、化成肥料や農薬を低減する、議員ご承知の

とおり、ＹＥＳ！ｃｌｅａｎマークの取組を進めております。廃プラ

スチックの回収も進めております。また、新たな環境保全といいます

か、対策といいますか、本年秋に、はれっぱの事業管理者が町民に呼

びかけまして、中央公園でごみ拾いをして、環境啓発をしていただい

た経過がございます。また、さっぽろ連携中枢都市圏では、太陽光パ

ネルの設置助成もございます。本町はその一つの参画団体となってい

ますので、この恩恵も被ることができます。また、現在北海道と道住

宅供給公社、南幌町が実施主体で一定の脱酸素化対策を施した住宅、

ゼロカーボンヴィレッジを進めております。 

また、町民生活のなかでも、先ほど言われましたとおり、節電や節

水、ごみの減量やリサイクル、食品ロスの削減、または交通手段を見

直すなど、様々な取組があります。それらを町民の皆様に、取組が広

がるような啓発を行っていきたいと。これにつきましては広報１２月

号でも若干いたしましたけども、これにつきましては継続的にやって

いかないと、町民の意識が上がらないということで考えてございます。

いずれにいたしましても、幅の広い取組でございまして、長期の計画

でございます。そして、やはり社会的な広がりが大事かなというよう

に考えてございますので、まず、そのような町民の意識が広がるよう

な取組の普及啓発に努めてまいりたいと考えております。 

議  長 以上で、西股 裕司議員の一般質問を終わります。 

以上で一般質問を終結いたします。 

●日程５ 選挙管理委員及び同補充員の選挙を行います。 

お諮りいたします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条

の第２項の規定により、指名推薦にいたしたいと思いますが、御異議

ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって選挙の方法は指名推薦によることに

決定をいたしました。 

お諮りいたします。指名の方法につきましては、議長において指名

することにいたしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって議長において指名することに決定を

いたしました。 

選挙管理委員には 

元町２丁目１番８号 前川  肇氏 ７０歳 無所属 

北町４丁目４番１号 寺田 孝広氏 ６８歳 無所属 

南１７線西１３番地 小林 暢徳氏 ６１歳 無所属 

西町１丁目２番９号 佐藤 晴美氏 ５８歳 無所属 

選挙管理委員補充員には 

第１順位 南９線西２番地   今村 信市氏 ６４歳 無所属 
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第２順位 北町６丁目９番５号 宮入紀美男氏 ６６歳 無所属 

第３順位 西町１丁目１番４号 尾暮 美幸氏 ６０歳 無所属 

第４順位 南２１線西２２番地 馬場 政通氏 ５５歳 無所属 

以上を指名いたします。 

●日程６ 議案第６４号 功労表彰についてを議題といたします。 

関係者の退席を求めます。暫時休憩いたします。 

（星議員、退席する。） 

（午前１１時１５分） 

（午前１１時１５分） 

議  長 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

局長に朗読させます。 

（局長朗読する。） 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました 議案第６４号 功労表彰につきま

して、提案理由を申し上げます。 

志賀浦 学氏は、議会議員として５期２０年間にわたり在職され、こ

の間、総務常任委員長を歴任されたほか、南空知公衆衛生組合議会議長、

南空知葬斎組合議会議長などを務められ、地方自治の発展に多大な功績

がございます。 

内田 惠子氏は、議会議員として３期１２年間にわたり在職され、こ

の間、長幌上水道企業団議会議員、南空知消防組合議会議員などを務め

られ、地方自治の発展に多大な功績がございます。 

岩野 博子氏は、民生委員児童委員として１０期３０年間にわたり在

職され、この間、民生委員児童委員協議会副会長を１０年間歴任される

など、地方自治の発展に多大な功績がございます。 

加藤 修氏は、スポーツ推進委員として１１期２２年間務められ、そ

の間、スポーツ推進委員会副委員長を１４年間歴任されるなど、地方自

治の発展に多大な功績がございます。 

以上、４名の方々を表彰条例に基づき表彰いたしたく、表彰審議会に

諮問し、答申をいただいたものです。功労表彰について、ご賛同賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。 

議  長 お諮りいたします。本案につきましては、この際、質疑討論を省略

し、直ちに採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

それでは採決いたします。 

 議案第６４号 功労表彰については、原案のとおり同意することに

御異議ありませんか。 

 （なしの声。） 

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり同意することに

決定いたしました。 

関係者の着席を求めます。暫時休憩いたします。 

議  長 （星議員、着席する。） 

（午前１１時１９分） 

（午前１１時１９分） 
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議  長 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

日程７ 議案第６５号から日程９ 議案第６７号の３議案につきま

して、関連がございますので一括提案いたします。 

●日程７  議案第６５号 南幌町消防防災対策基金条例制定につ

いて 

●日程８  議案第６６号 令和５年度南幌町一般会計補正予算

（第６号） 

●日程９  議案第６７号 令和５年度南幌町介護保険特別会計補

正予算（第３号） 

以上、３議案を一括して議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました 議案第６５号から議案第６７号の

３議案につきまして、提案理由を申し上げます。 

初めに、議案第６５号 南幌町消防防災対策基金条例制定につきま

しては、本町の消防防災対策に関する施策を実施するための基金を設

置するため、本案を提案するものです。 

次に、議案第６６号 令和５年度南幌町一般会計補正予算（第６号）

につきましては、歳出では、ふるさと応援基金及び消防防災対策基金

積立金の追加、後期高齢者医療事業費の追加、乳幼児等医療費の追加、

児童手当支給経費の追加、保育所等運営補助事業費の追加、給食セン

ター用備品購入費の追加、歳入では、歳出補正予算の各事業に係る国

庫支出金及び道支出金の追加、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交

付金の追加、企業版ふるさと応援寄付金並びに消防防災対策寄附金の

追加、財政調整基金繰入金の減額が主な理由です。その結果、既定の

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９，２８６万円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８１億１，２０９万７，０００

円とするものです。 

次に、議案第６７号 令和５年度南幌町介護保険特別会計補正予算

（第３号）につきましては、歳出では、介護保険報酬改定に伴うシス

テム改修費の追加、高額医療介護サービス給付費の追加、歳入では、

システム改修に伴う国庫補助金の追加、一般会計繰入金の追加が主な

理由です。その結果、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

６６万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億６，

３５５万９，０００円とするものです。 

議案第６５号につきましては総務課長が、議案第６６号につきまし

ては副町長が、議案第６７号につきましては保健福祉課長が説明いた

しますので、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。総務課長。 

総務課長 それでは、議案第６５号 南幌町消防防災対策基金条例制定につき

ましてご説明申し上げます。 

初めに、条例制定の概要について申し上げます。本条例制定につい

ては、先日、消防防災対策のための指定寄附金として、町内在住の方

より、匿名での寄附があったところでございます。いただきました寄

附金を、本町の消防防災対策の取り組みに活用するため、基金を設置
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し、その運用に関し必要な事項を新たに定めるものでございます。条

例の構成については、第１条から第６条までの構成となります。 

第１条は、基金設置の目的でございます。 

第２条は、基金として積み立てる額の規定、第３条は基金の管理に

関する規定です。 

第４条は、基金運用益金の処理の規定、第５条は、基金は、第１条

に規定する設置目的に沿う事業に充てる場合に限り、その全部又は一

部を処分することができるとする規定です。 

第６条は、委任規定です。 

最後に、附則として、この条例は、公布の日から施行する。以上で、

議案第６５号の説明を終わります。 

議  長 副町長。 

副 町 長 それでは、議案第６６号 令和５年度南幌町一般会計補正予算（第

６号）の説明を行います。 

初めに歳出から説明いたします。１０ページをごらんください。 

２款総務費１項１目一般管理費、補正額３１８万８，０００円の追

加です。ふるさと応援寄附事業で、令和４年度先行予約受付分に係る

経費を追加するものです。 

３目財産管理費、補正額１，１００万円の追加です。財産管理経費

で、企業版ふるさと応援寄附金並びに消防防災対策寄附金を積み立て

るものです。 

次に、３款民生費１項１目社会福祉総務費、補正額はありません。

財源内訳を変更するものです。 

２目障がい者福祉費、補正額２７万５，０００円の追加です。障が

い者福祉経費で、障がい福祉サービスにおける報酬改定に係るシステ

ム改修費を追加するものです。 

３目高齢者福祉費、補正額３３万円の追加です。介護保険特別会計

繰出金で、詳細は、後ほど特別会計補正予算で説明いたします。 

７目後期高齢者医療費、補正額８６３万２，０００円の追加です。

次ページにかけまして、後期高齢者医療事業で、令和４年度北海道後

期高齢者医療広域連合療養給付費負担金の確定により追加するもので

ございます。 

次に、２項１目児童福祉総務費、補正額４６６万８，０００円の追

加です。児童福祉総務経費で、転入による対象者の増加に伴い受診件

数が増えたことにより、医療費審査支払手数料及び乳幼児等医療扶助

費を追加するものです。 

２目児童措置費、補正額６３６万円の追加です。児童手当支給経費

で、転入に伴う対象児童者数の増加に伴い追加するものです。 

３目保育所費、補正額４，９５２万９，０００円の追加です。保育

所等運営補助事業で、転入による保育園・認定こども園の利用者並び

に町外私立幼稚園・保育所等の広域入所者数の増加に伴う保育施設等

給付費の追加、保育園・認定こども園において新規で採用された保育

士に対する就労支援金を追加するものです。なお、令和５年度の採用

は、現在まで保育園３名、認定こども園４名となっています。 
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４目子育支援費、補正額１５万４，０００円の追加です。子ども・

子育て支援事業で、ファミリー・サポート・センターの利用者の増加

に伴い利用負担金を追加するものです。次ページにまいります。 

５款農林水産業費１項２目農業振興費、補正額３２万６，０００円

の追加です。環境保全型農業直接支援対策事業で、取組農業者１経営

体の増加に伴い追加するものです。 

次に、９款教育費５項１目保健体育総務費、補正額４７万８，００

０円の追加です。健康づくり・体力向上事業で、スポーツセンター改

修に伴い、小学校学校開放利用時間の増加に伴い、管理業務委託料を

追加するものです。 

３目給食センター運営費、補正額７９２万円の追加です。給食セン

ター運営経費で、真空冷却機の故障に伴い、新たな機器に更新する経

費を追加するものです。 

続きまして、歳入の説明をいたします。８ページをごらんください。 

１５款国庫支出金１項１目民生費国庫負担金、補正額２，５６４万

１，０００円の追加です。７節児童手当国庫負担金で、児童手当支給

に対する負担金です。８節児童福祉費国庫負担金で、保育所・認定こ

ども園に係る給付費負担金です。 

次に、２項１目総務費国庫補助金、補正額７，９３３万４，０００

円の追加です。１節総務管理費国庫補助金で、物価高騰対応重点支援

地方創生臨時交付金として、生活応援チケット分２，７５６万６，０

００円、低所得世帯支援として１世帯７万円の支給分として５，１７

６万８，０００円の追加です。 

２目民生費国庫補助金、補正額１２万３，０００円の追加です。１

節障がい者福祉費国庫補助金で、障がい者福祉システム改修に係る補

助金です。 

次に、１６款道支出金１項１目民生費道負担金、補正額１，２６１

万４，０００円の追加です。９節児童手当道負担金で、児童手当支給

に対する負担金です。１０節児童福祉費道負担金で、保育所・認定こ

ども園に係る給付費負担金です。次ページにまいります。 

２項２目民生費道補助金、補正額２０７万５，０００円の追加です。

６節児童福祉費道補助金で、乳幼児等医療費助成事業に係る補助金で

す。 

４目農林水産業費道補助金、補正額２４万４，０００円の追加です。

１節農業費道補助金で、環境保全型農業直接支援対策推進事業に係る

補助金です。 

次に、１８款寄附金１項３目ふるさと応援寄附金、補正額１００万

円の追加です。企業版ふるさと応援寄付金として、札幌市 株式会社

中山組様より寄附をいただいたものです。 

４目消防費寄附金、目の新設です。補正額１，０００万円の追加で

す。１節消防費寄附金で、消防防災対策に役立ていただきたいと、町

内在住の方より匿名で寄附をいただいたものです。いただきました寄

付金につきましては、先ほど説明いたしました、消防防災対策基金に

積み立てし、本町の消防防災の取り組みに使用させていただきます。 
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次に、１９款繰入金１項１目財政調整基金繰入金、補正額４，０９

７万１，０００円の減額です。財源調整を行うものです。 

４目ふるさと応援基金繰入金、補正額２８０万円の追加です。財源

調整を行うものです。 

以上、歳入歳出それぞれ９，２８６万円を追加し、補正後の総額を

８１億１，２０９万７，０００円とするものです。以上で、議案第６

６号の説明を終わります。 

議  長 保健福祉課長。 

保健福祉課長 それでは、議案第６７号 令和５年度南幌町介護保険特別会計補正

予算（第３号）の説明をいたします。 

初めに歳出から説明いたします。８ページをごらんください。 

１款総務費１項１目一般管理費、補正額６６万円の追加です。介護

保険報酬改定に伴う、介護保険業務システムの改修を追加するもので

す。 

２款保険給付費５項１目高額医療合算介護サービス費、補正額９万

円の追加です。高額医療介護サービス費の給付費不足による追加によ

るものです。 

４款基金積立金１項１目介護給付費等準備基金積立金、補正額９万

円の減額です。介護給付費の追加に伴う財源調整です。 

次に、歳入の説明をいたします。７ページをごらんください。 

２款国庫支出金２項６目事業費補助金、補正額３３万円の追加です。

システム改修に伴う事業費の２分の１の国庫補助金です。 

６款繰入金１項５目その他一般会計繰入金、補正額３３万円の追加

です。システム改修に伴う事業費追加による一般会計からの事務費繰

入金です。 

以上、歳入歳出それぞれ６６万円を追加し、補正後の総額を８億６，

３５５万９，０００円とするものです。以上で、議案第６７号の説明

を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑に当たり

ましては議案ごとに行います。 

初めに、議案第６５号 南幌町消防防災対策基金条例制定について

の質疑を行います。   

（なしの声。） 

御質疑がありませんので、議案第６５号についての質疑を終結いた

します。 

次に、議案第６６号 令和５年度南幌町一般会計補正予算（第６号）

についての質疑を行います。 

４番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 最後の１２ページの教育費の給食センター運営経費で、先ほど備品

購入費ということで、故障して入れ替えたというふうに伺ったんです

けれども、常時点検とかしていると思うんですが、子どもの学校給食

で何か壊れた時にすぐ影響を与えると思うんですけれども、そのほか

に点検して、何かそういうのがあるのかどうか、それを１点だけ伺い

ます。 
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議  長 生涯学習課長。 

生涯学習課長 熊木議員のご質問にお答えをいたします。ただいまお話がありまし

た真空冷却機につきましては、機内のですね、温度が１８度までしか

下がらなくなりまして、サラダ、和え物などですね、一度火を通した

後、１０度以下に冷却が必要な献立を提供することができなくなりま

したので、今回補正をするものとなっております。また他の機器につ

きましては点検等を行いまして、今のところはですね、不具合のほう

は生じておりません。以上です。 

議  長 ほかにありませんか。 

（なしの声。） 

御質疑がありませんので、議案第６６号についての質疑を終結いた

します。 

次に、議案第６７号 令和５年度南幌町介護保険特別会計補正予算

(第３号)の質疑を行います。 

（なしの声。） 

御質疑がありませんので、議案第６７号についての質疑を終結いた

します。 

お諮りいたします。本３議案につきましては、この際討論を省略し

直ちに採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

それでは採決いたします。採決に当たりましては、議案ごとに行い

ます。 

議案第６５号 南幌町消防防災対策基金条例制定については、原案

のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

議案第６６号 令和５年度南幌町一般会計補正予算（第６号）につ

いては、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

議案第６７号 令和５年度南幌町介護保険特別会計補正予算(第３

号)については、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程１０ 議案第６８号 令和５年度南幌町国民健康保険特別会

計補正予算（第２号）についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました 議案第６８号 令和５年度南幌町

国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につきましては、歳出では、

国民健康保険業務システム改修費の追加、過年度分保険給付費等交付

金償還金の追加、歳入では、国民健康保険業務システム改修に伴う道
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支出金の追加、基金繰入金の減額、令和４年度繰越金確定に伴う追加

が主な理由です。その結果、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ１３８万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ９億９，１９３万６，０００円とするものです。 

詳細につきましては、住民課長が説明いたしますので、よろしくご

審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。住民課長。 

住民課長 それでは、議案第６８号 令和５年度南幌町国民健康保険特別会計

補正予算（第２号）についてご説明いたします。 

初めに歳出の説明をいたします。８ページをごらんください。 

１款総務費１項１目一般管理費、補正額１３２万円の追加です。全

世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築するための健康保険法等

の一部改正に伴い、産前産後被保険者の保険税減額措置に対応するた

め、システム改修委託料を追加するものです。 

次に、８款諸支出金１項２目保険給付費等交付金償還金、補正額６

万１，０００円の追加です。令和４年度保険給付費等交付金の確定に

伴い、超過交付分を償還金として追加するものです。 

次に、歳入の説明をいたします。７ページをごらんください。 

４款道支出金１項１目保険給付費等交付金、補正額１３２万円の追

加です。特別調整交付金で、システム改修に係る道支出金を追加する

ものです。 

６款繰入金２項１目国民健康保険事業特別会計基金繰入金、補正額

５２８万９，０００円の減額です。令和４年度繰越金の確定に伴い減

額するものです。 

次に、７款繰越金１項１目繰越金、補正額５３５万円の追加です。

令和４年度繰越金の確定によるものです。 

以上、歳入歳出それぞれ１３８万１，０００円を追加し、補正後の

総額を９億９，１９３万６，０００円にするものです。以上で、議案

第６８号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声。） 

御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

それでは採決いたします。 

議案第６８号 令和５年度南幌町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）については、原案のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程１１ 議案第６９号 工事請負契約の変更について（中央公

園トイレ改修工事）を議題といたします。 
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理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第６９号 工事請負契約の変更

につきましては、中央公園トイレ改修工事の設計変更に伴い、本案を

提案するものです。 

詳細につきましては、都市整備課長が説明いたしますので、よろし

くご審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。都市整備課長。 

都市整備課長 それでは、議案第６９号 工事請負契約の変更についてご説明いた

します。１契約の目的、中央公園トイレ改修工事。２契約の方法、指

名競争入札。３契約金額、変更前５，８７４万円（内消費税及び地方

消費税の額５３４万円）。変更後５，９２６万８，０００円（内消費

税及び地方消費税の額５３８万８，０００円）。本件につきましては、

５月２５日付けで契約を締結し、工事を進めております。実施工事の

うち、旧トイレの撤去工事につきまして、産業廃棄物処理の数量が当

初設計より増えたことから、設計変更を行い、契約金額の変更をする

ものです。なお、契約変更に伴い５２万８，０００円の追加費用が生

じますが、現行予算のなかで執行いたします。４契約の相手方、空知

郡南幌町元町１丁目４番５号、株式会社南幌土建、代表取締役、峰尾 

義明。参考といたしまして、工期は契約締結日より令和６年１月３０

日までとしています。以上で、議案第６９号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声。） 

 御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

 （なしの声。） 

それでは採決いたします。 

 議案第６９号 工事請負契約の変更について（中央公園トイレ改修

工事）は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 （なしの声。） 

 御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

 ●日程１２ 議案第７０号 工事請負契約の変更について（中学校

体育館改修工事（建築工事））を議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第７０号 工事請負契約の変更

につきましては、中学校体育館改修工事（建築工事）の設計変更に伴

い、本案を提案するものです。 

詳細につきましては、生涯学習課長が説明いたしますので、よろし

くご審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。生涯学習課長。 

生涯学習課長 議案第７０号 工事請負契約の変更についてご説明いたします。１

契約の目的、中学校体育館改修工事（建築工事）。２契約の方法、指

名競争入札。３契約金額、変更前１億４，０５８万円（内消費税及び
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地方消費税の額１，２７８万円）。変更後１億４，４９８万円（内消

費税及び地方消費税の額１，３１８万円）。本件につきましては、７

月１１日に契約を締結し、建築工事を進めておりましたが、屋根の防

水工事に伴う屋根下地材の補修工事及び体育館入口のハンガードアの

補修工事について、当初の設計より追加工事の必要が生じたことから、

設計変更を行い、契約金額を変更するものです。なお、契約変更に伴

い、４４０万円の追加費用が生じますが、現行予算内での執行となり

ます。４契約の相手方、勝井・吉田特定建設工事等共同企業体、代表

者、岩見沢市岡山町１２番地５３、勝井建設工業株式会社、代表取締

役社長 石井 善昭、構成員、空知郡南幌町南１４線西３番地、株式

会社吉田建設、代表取締役 吉田 義哉。参考といたしまして、工期、

契約締結日より令和６年２月２９日まで。以上で、議案第７０号の説

明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声。） 

御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

それでは採決いたします。 

議案第７０号 工事請負契約の変更について（中学校体育館改修工

事（建築工事））は、原案のとおり決定することに御異議ありません

か。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

ここで、１３時まで昼食のため暫時休憩をいたします。 

（午前１１時４９分） 

（午後 １時００分） 

議  長  休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

●日程１３ 議案第７１号 南幌町印鑑条例の一部を改正する条例

制定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第７１号 南幌町印鑑条例の一

部を改正する条例制定につきましては、個人番号カード等を使用して

印鑑登録証明書の取得を可能とするため、本案を提案するものです。 

詳細につきましては、住民課長が説明いたしますので、よろしくご

審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長  内容の説明を求めます。住民課長。 

住民課長 それでは、議案第７１号 南幌町印鑑条例の一部を改正する条例制

定についてご説明申し上げます。初めに、改正の概要について申し上

げます。本条例の改正につきましは、個人番号カード、いわゆるマイ

ナンバーカード及びスマートフォンに記録したマイナンバーカードの

利用者証明用電子証明書を利用して、全国のコンビニエンスストア等
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に設置している多機能端末機から、住民票の写しや印鑑登録証明書な

ど、各種証明書が取得できるコンビニエンスストア等における証明書

の自動交付サービスの導入に伴い、本条例の一部を改正するものでご

ざいます。それでは別途配付しております議案第７１号資料、新旧対

照表をごらんください。左側が改正後の新条例、右側が改正前の旧条

例、下線の箇所が改正部分でございます。 

第１５条、印鑑登録証明書の交付において、第５項で、マイナンバ

ーカード及びスマートフォンに記録したマイナンバーカードの利用者

証明用電子証明書を利用して、多機能端末機から印鑑登録証明書の交

付が受けることができること、第２項では、印鑑登録者本人が、役場

窓口における印鑑登録証の交付に当たり、マイナンバーカードの提示

を印鑑登録証の提示に変えることができることを規定するものでござ

います。 

附則として、この条例は公布の日から施行する。以上で、議案第７

１号の説明を終わります。 

議  長  説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 （なしの声。） 

 御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

 （なしの声。） 

それでは採決いたします。 

議案第７１号 南幌町印鑑条例の一部を改正する条例制定について

は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程１４ 議案第７２号 南幌町町税等の滞納に対する行政サー

ビス等の制限措置に関する条例の全部を改正する条例制定についてを

議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第７２号 南幌町町税等の滞納

に対する行政サービス等の制限措置に関する条例の全部を改正する条

例制定につきましては、町税等の滞納に対する行政サービス等の制限

措置の運用等の見直しに伴い、本案を提案するものです。 

詳細につきましては、税務課長が説明いたしますので、よろしくご

審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。税務課長。 

税務課長  それでは、議案第７２号 南幌町町税等の滞納に対する行政サービ

ス等の制限措置に関する条例の全部を改正する条例についてご説明申

し上げます。初めに、改正の概要について申し上げます。本条例は、

町税等の納付の公平性の確保と、徴収に対する町民の信頼を確保する

ため、平成１９年より施行されておりますが、実際の運用実態を踏ま

え、行政サービスの制限について、迅速かつ統一的な対応を行うため、
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変更条例において、別表に掲げている事務事業、改正条例において、

規則へ委任することとし、ほか運用等見直しを行うために必要な諸改

正を行うものです。条例の構成につきましては、第１条から第１０条

までの構成となっております。 

第１条は、条例の目的でございます。 

第２条は、行政サービス等の定義の規定で、この度の改正により、

規則に委任することとしております。 

第３条は、滞納者に対する制限措置についてでございます。 

第４条は、納付状況の確認について、町長は行政サービス等の申請

があった場合は、当該申請者に町税等の滞納がないことを確認しなけ

ればならないとし、第２項では、滞納がないことを確認する範囲につ

いて規定してございます。 

第５条は、町税等に滞納があることを確認した時は、行政サービス

等の利用開始の手続きを停止することができる規定でございます。次

ページにまいります。納付誓約書を提出し、確実に納付が見込まれる

時は、行政サービス等の利用開始の手続きを進めることができる規定

でございます。 

第７条は、特例措置を受けた者が、正当な理由がなく、納付誓約を

履行せず、町税等を納付しない時は、当該特例措置を取り消すことが

できる規定でございます。 

第８条は、不服申立て、第９条は損害賠償等、第１０条は委任につ

いての規定でございます。 

最後に附則として、この条例は令和６年４月１日から施行する。以

上で、議案第７２号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 （なしの声。） 

 御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

 （なしの声。） 

それでは採決いたします。 

 議案第７２号 南幌町町税等の滞納に対する行政サービス等の制限

措置に関する条例の全部を改正する条例制定については、原案のとお

り決定することに御異議ありませんか。 

 （なしの声。） 

 御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定いたしました。 

 ●日程１５ 議案第７３号 南幌町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例制定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第７３号 南幌町国民健康保険

税条例の一部を改正する条例制定につきましては、全世代対応型の持

続可能な社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正す

る法律の施行に伴い、本案を提案するものです。 
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詳細につきましては、住民課長が説明いたしますので、よろしくご

審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。住民課長。 

住民課長  それでは、議案第７３号 南幌町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例制定についてご説明申し上げます。初めに、改正の概要につ

いて申し上げます。本条例の改正につきましては、全世代対応型の持

続可能な社会保障制度を構築するための、健康保険法等の一部を改正

する法律の施行に伴い、令和６年１月より、出産被保険者に係る出産

予定月の前月、多胎妊娠の場合は３か月前から出産予定月の翌々月ま

での産前産後期間相当分の所得割及び被保険者均等割保険税について

減額措置を講ずるため、本条例の一部を改正するものです。それでは、

別途配付しております議案第７３号資料、新旧対照表をごらんくださ

い。左側が改正後の新条例、右側が改正前の旧条例、下線の箇所が改

正部分でございます。 

第２６条、国民健康保険税の減額の第３項は、国民健康保険の出産

被保険者に係る国民健康保険税所得割及び被保険者均等割額から、産

前産後期間相当分の保険税について、減額することを規定するもので

ございます。第１号から次ページ、第６号にかけて、基礎課税額、後

期高齢者支援金等課税額、介護納付金課税額、おのおのの所得割額と

被保険者均等割額の減額する額を規定しております。第２６条の３、

出産被保険者に係る届出は、出産被保険者に係る届出の提出、届出の

開始期間について規定するものでございます。 

附則として、第１項、施行期日、この条例は令和６年１月１日から

施行する。次ページをごらんください。第２項、適用区分、この条例

による改正後の南幌町国民健康保険税条例の規定は、令和５年度分の

国民健康保険税のうち、令和６年１月以降の期間に係るもの及び令和

６年度以後の年度分の国民健康保険税について適用し、令和５年度分

の国民健康保険税のうち、令和５年１２月以前の期間に係るもの及び

令和４年度分までの国民健康保険税については、なお従前の例による。

以上で、議案第７３号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 （なしの声。） 

 御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

 （なしの声。） 

 それでは採決いたします。 

 議案第７３号 南幌町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制

定については、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

  ●日程１６ 議案第７４号 南幌町特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
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制定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第７４号 南幌町特定教育・保

育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例制定につきましては、国の特定教育・保育施設及び

特定地域型保育事業の運営に関する基準の改正に伴い、本案を提案す

るものです。 

詳細につきましては、保健福祉課長が説明いたしますので、よろし

くご審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長  内容の説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長 それでは、議案第７４号 南幌町特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制

定についてご説明いたします。この条例は、認定こども園や保育所及

び地域型保育所である小規模保育事業や、事業所内保育事業などの運

営基準について、国の基準を踏まえまして、市町村が条例を定めてい

るものです。このたびの改正の趣旨としましては、就学前の子どもに

関する教育・保育等の総合的な提供の推進に関する法律を改正される

ことを受けまして、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準の改正をするものです。別途配布いたしました、議案

第７４号資料の新旧対照表にてご説明いたします。左側が新条例、右

側が旧条例、下線の箇所が改正部分です。 

第１５条では、特定教育・保育の取扱方針を規定しており、このた

びの改正により、第１項第２号中の同条第１１項を同条第１０項に改

めます。 

第３６条では、特定利用教育の基準を規定しております。次に、２

ページをごらんください。このたびの改正により、第３項中、第６条

第２項中を、第６条第２項中、特定教育・保育施設（認定こども園又

は幼稚園に限る。以下この項において同じ。）とあるのは、特定教育・

保育施設（特別利用教育を提供している施設に限る。以下この項にお

いて同じ。）と改め、１９条第１号に掲げる小学生就学前子どもの次

に「の数」を、第１９条第２項に掲げる小学校就学前の子どもの次に

「の数」を、同号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育保育給

付認定子どもの次に「の総数」を加え、教育・保育給付認定子ども「の

同号」とあるのは、「の同条第１号」と、「教育・保育給付認定子ど

も数の総数」と、「同号に掲げる小学校就学前子どもの区分に係る利

用定員の総数」とあるのは、「同条第１号に掲げる小学校就学前子ど

もの区分に係る利用定員の総数」と、に改めます。 

附則として、この条例は公布の日から施行する。以上で、議案第７

４号の説明を終了いたします。 

議  長  説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 （なしの声。） 

 御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 
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 （なしの声。） 

 それでは採決いたします。 

 議案第７４号 南幌町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 （なしの声。） 

 御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

 ●日程１７ 議案第７５号 南幌町保健福祉総合センター条例の一

部を改正する条例制定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長  ただいま上程をいただきました議案第７５号 南幌町保健福祉総合

センター条例の一部を改正する条例制定につきましては、公衆浴場入

浴料金統制額の改定に伴い、本案を提案するものです。 

詳細につきましては、保健福祉課長が説明いたしますので、よろし

くご審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長  それでは、議案第７５号 南幌町保健福祉総合センター条例の一部

を改正する条例制定についてご説明いたします。このたびの改正につ

きましては、北海道公衆浴場入浴料金の統制額の改正に伴い、大人・

中人・小人の入浴料金の引き上げを行うものです。なお、施行期日に

つきましては、周知期間を設けるために、来年４月からとしています。

別途配布しました、議案第７５号資料の新旧対照表にてご説明いたし

ます。左側が改正後、右側が改正前、下線の箇所が改正部分です。 

別表１、第１１条関係、使用料のうち、浴室、大人１回４８０円を

４９０円に、中人１回１４０円を１５０円に、小人１回７０円を８０

円に改正します。 

附則としまして、令和６年４月１日から施行します。以上で、議案

第７５号についての説明を終わります。 

議  長  説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 （なしの声。） 

 御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

 （なしの声。） 

 それでは採決いたします。 

 議案第７５号 南幌町保健福祉総合センター条例の一部を改正する

条例制定については、原案のとおり決定することに御異議ありません

か。 

 （なしの声） 

 御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定いたしました。 

日程１８ 議案第７６号から日程２０ 議案第７８号までの３議案

につきまして、関連がございますので一括提案いたします。 
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●日程１８ 議案第７６号 南幌町下水道事業の設置等に関する条 

例制定について 

●日程１９ 議案第７７号 南幌町下水道事業の剰余金の処分等に 

関する条例制定について 

●日程２０ 議案第７８号 職員定数条例の一部を改正する条例制 

定について 

以上３議案を一括して議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。  

町  長  ただいま上程をいただきました議案第７６号から議案第７８号の３

議案につきまして、提案理由を申し上げます。 

初めに、議案第７６号及び議案第７７号につきましては、いずれも

下水道事業に地方公営企業法の財務規定等を適用するため、本案を提

案するものです。 

次に、議案第７８号 職員定数条例の一部を改正する条例制定につ

きましては、下水道事業の設置に伴い職員定数を変更する必要がある

ため、本案を提案するものです。 

議案第７６号及び議案第７７号につきましては都市整備課長が、議

案第７８号につきましては総務課長が説明いたしますので、よろしく

ご審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。都市整備課長。 

都市整備課長  初めに、議案第７６号及び議案第７７号についてご説明いたします。

この２つの条例は、令和６年度から公営企業会計へ移行する下水道事

業について、地方公営企業法の財務規定等を適用するため、新たに条

例を制定するものです。 

それでは、議案第７６号 南幌町下水道事業の設置等に関する条例

について、内容の説明を行います。 

第１条は、下水道事業の設置について規定しています。 

第２条は、法の財務規定等の適用で、地方公営企業法に規定する財

務規定等の適用について規定しています。 

第３条は、経営の基本で、企業としての運営の在り方を第１項で規

定し、第２項から第３項では、公共下水道、農業集落排水、それぞれ

の事業区域・面積・人口について規定しています。 

第４条は、管理者で、下水道事業に管理者を置かないことを規定し

ています。 

第５条は、組織で、都市整備課に置くことを規定しています。 

第６条は、特別会計で、現在の下水道事業会計と農業集落排水事業

会計２つの特別会計から統合し、１つの特別会計を設けることを規定

しています。 

第７条は、重要な資産の取得及び処分で、予算で定めなければなら

ない下水道事業の用に供する資産の取得及び処分について規定してい

ます。 

第８条は、議会の同意を要する賠償責任の免除で、下水道事業に従

事する職員の賠償責任の免除について規定しています。 

第９条は、議会の議決を要する負担付き寄附の受領等で、地方自治
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法の適用除外となることから、条例で定めるもの及び地方法律上町の

義務に属する損害賠償の額を規定しています。 

第１０条は、業務状況説明書類の作成で、毎年度、２回以上の経営

状況を明らかにすることを規定しています。 

最後に附則として、第１項、この条例は令和６年４月１日から施行

する。第２項、南幌町下水道設置条例（昭和６０年南幌町条例第８号）

は廃止する。第３項、南幌町特別会計設置条例（昭和３９年南幌町条

例第１３号）の一部を次のように改正する。第１条中第３号及び第４

号を削り、第５号を第３号とし、第６号を第４号とし、同条に次の１

号を加える。第５号、下水道事業会計 下水道事業。以上で、議案第

７６号の説明を終わります。 

次に、議案第７７号 南幌町下水道事業の剰余金の処分等に関する

条例制定について、内容の説明を行います。 

第１条は、本条例の目的を規定しています。 

第２条は、利益の処分等で、第１項は、毎事業年度生じた利益のう

ち、前事業年度から繰り越した欠損金をうめた後の残額があるときの

処分方法として、第１号では減債基金に積み立てする方法、第２号で

は利益積立金として積み立てる方法を規定しています。第２項は、前

項第１項の規定により減債積立金を積み立て、なお利益に残額がある

場合に、その全部または一部を利益積立金として積み立てることがで

きると規定しています。第３項は、前２項の規定により積み立てた積

立金は、第１号では減債積立金、第２号では、利益積立金のそれぞれ

の目的のために積み立てるものとして、目的以外には使用することが

できないことを規定しています。第４項は、議会の議決を経た場合に

ついては、積立金をその目的以外の使途に使用することができること

を規定しています。 

第３条は、資本剰余金の処分等で、第１項では、毎事業年度で生じ

た資本剰余金は、その源泉別に該当内容を示す名称を付した科目に積

み立てなければならないことを規定しています。第２項は、資本剰余

金の処分方法として、第１号では欠損金の残額をうめるため、資本剰

余金を取り崩す方法。第２号では、各事業年度の減価償却額を算出す

ることができることで、減価償却を行わなかった部分に相当するもの

が滅失し、またはこれを譲渡し、撤去し、もしくは廃棄した場合にお

いて、損失を生じたときに、損害損失をうめるため、当該資本剰余金

を取り崩す方法を規定しています。 

第４条は、欠損の処理で、第１項は、前年度事業から繰り越した利

益をもって欠損金をうめ、なお欠損金に残額があるときは、利益積立

金をもってうめることを規定しています。第２項は、利益積立金をも

って欠損金をうめても、なお欠損金に残額があるときは、翌事業年度

へ繰り越し、又は資本余剰金をもってうめることができることを規定

しています。 

最後に附則として、この条例は令和６年４月１日から施行する。以

上で、議案第７７号の説明を終わります。 

議  長  総務課長。 
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総務課長  続きまして、議案第７８号 職員定数条例の一部を改正する条例制

定につきましてご説明を申し上げます。初めに、改正の概要について

申し上げます。今回の改正は、下水道事業に「地方公営企業法」を適

用し、公営企業会計に移行することに伴い、職員定数を変更する必要

があることから、所要の改正を行うものでございます。それでは、別

途配布しております、議案第７８号資料、新旧対照表をごらんくださ

い。左側が改正後、右側が改正前、下線の部分が改正箇所でございま

す。 

第２条第１項第１号中、「１００名」を「９７名」に改め、同項に

第６号として、「下水道の事務部局の職員 ３名」を加えるものです。 

附則として、この条例は、令和６年４月１日から施行する。以上で、

議案第７８号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑に当たりましては、議案ごとに行います。 

初めに、議案第７６号 南幌町下水道事業の設置等に関する条例制

定についての質疑を行います。 

 （なしの声。） 

御質疑がありませんので、議案第７６号についての質疑を終結いた

します。 

次に、議案第７７号 南幌町下水道事業の剰余金の処分等に関する

条例制定についての質疑を行います。 

 （なしの声。） 

御質疑がありませんので、議案第７７号についての質疑を終結いた

します。 

次に、議案第７８号 職員定数条例の一部を改正する条例制定につ

いての質疑を行います。 

 （なしの声。） 

御質疑がありませんので、議案第７８号についての質疑を終結いた

します。 

お諮りいたします。本３議案につきましては、この際討論を省略し、

直ちに採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

 （なしの声。） 

それでは採決いたします。採決に当たりましては、議案ごとに行いま

す。 

議案第７６号 南幌町下水道事業の設置等に関する条例制定につい

ては、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 （なしの声。） 

 御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

議案第７７号 南幌町下水道事業の剰余金の処分等に関する条例制

定については、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

 御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 
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議案第７８号 職員定数条例の一部を改正する条例制定について

は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 （なしの声。） 

 御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

以上で、本日予定しておりました全ての議案審議が終了いたしまし

た。 

 明日１３日午前９時３０分まで延会といたしたいと思いますが、御

異議ありませんか。 

 （なしの声。） 

 御異議なしと認めます。よって明日１３日午前９時３０分まで延会

といたします。 

 ご苦労さまでした。 

 （午後１時３１分） 
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令和５年第４回南幌町議会定例会会議録     １２月１３日 

（午前９時３０分） 

議  長 おはようございます。 

昨日より延会となっておりました令和５年第４回南幌町議会定例会

をただいまより再開いたします。 

本日の出席議員数は１１名でございます。 

直ちに本日の会議を開きます。 

日程２１ 議案第７９号から日程２３ 議案第８１号までの３議案

につきまして、関連がございますので一括提案いたします。 

●日程２１ 議案第７９号 町道路線の廃止について 

●日程２２ 議案第８０号 町道路線の認定について 

●日程２３ 議案第８１号 町道路線の変更について 

以上３議案を一括して議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第７９号から議案第８１号の３

議案につきましては、いずれも石狩川改修工事のうち、旧夕張川右岸

築堤工事に伴い、本案を提案するものです。 

詳細につきましては、都市整備課長が説明いたしますので、よろし

くご審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。都市整備課長。 

都市整備課長 それでは、議案第７９号から議案第８１号までの３議案につきまし

てご説明いたします。北海道開発局が行う石狩川改修工事のうち、旧

夕張川右岸築堤工事において、当該道路敷地の一部が河川用地として

変更するために、道路の廃止・認定・変更を行うものです。 

初めに、議案第７９号 町道路線の廃止について説明いたします。

別途配布しています議案第７９号資料、町道認定路線廃止図をあわせ

てごらんください。赤色が廃止する路線でございます。 

整理番号１４、路線名、南１９線、起点、南幌町１４８７番３地先

（旧夕張川）、終点、南幌町２２８９番８地先（旧夕張川）を廃止する

ものです。なお、廃止する道路用地の延長は７，００４メートルとな

ります。 

次に、議案第８０号 町道路線の認定について説明いたします。別

途配布しています、議案第８０号資料、町道認定路線図をあわせてご

らんください。赤色が認定する路線でございます。先ほど、議案第７

９号で説明しました町道路線を廃止した区間につきまして、工事で必

要な部分を除き、２分割して改めて路線を認定するものです。 

整理番号２３６、路線名、南１９線（甲）、起点、南幌町１４８７番

３地先（旧夕張川）、終点、南幌町３００１番２地先（町道西１５号交

差点）。整理番号２３７、路線名、南１９線（乙）、起点、南幌町１９

６７番４地先（鶴沼集水路）、終点、南幌町２２８９番８地先（旧夕張

川）を認定するものです。なお、認定する道路用地の延長は、南１９

線（甲）は２，６４１．４メートル、南１９線（乙）は３，２３０メ

ートルです。 
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次に、議案第８１号 町道路線の変更について説明いたします。別

途配布しています、議案第８１号資料、町道認定路線変更図をあわせ

てごらんください。青色が変更前、赤色が変更後でございます。工事

で必要な部分を除くため、路線を変更するものです。 

整理番号３２、路線名、西１５号、旧終点、南幌町９７５番２地先

（旧夕張川）を、新終点、南幌町３００１番２地先（西１５号排水路）

に変更するものです。なお、廃止される道路用地の延長は２０．６メ

ートルとなり、用地の所有は従前から国有地であるため、用地の処理

は発生いたしません。以上で、議案第７９号から８１号までの説明を

終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑に当たりましては議案ごとに行います。 

初めに、議案第７９号 町道路線の廃止についての質疑を行います。 

（なしの声。） 

御質疑がありませんので、議案第７９号についての質疑を終結いた

します。 

次に、議案第８０号 町道路線の認定についての質疑を行います。 

（なしの声。） 

御質疑がありませんので、議案第８０号についての質疑を終結いた

します。 

次に、議案第８１号 町道路線の変更についての質疑を行います。

（なしの声。） 

御質疑がありませんので、議案第８０号についての質疑を終結いた

します。 

お諮りいたします。本３議案につきましてはこの際討論を省略し、

直ちに採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

それでは採決いたします。採決に当たりましては議案ごとに行いま

す。 

議案第７９号 町道路線の廃止については、原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

議案第８０号 町道路線の認定については、原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

議案第８１号 町道路線の変更については、原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 
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●日程２４ 議案第８２号 南幌町コミュニティセンターの指定管

理者の指定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第８２号 南幌町コミュニティ

センターの指定管理者の指定につきましては、指定管理者の指定をす

るため、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、本案を提案

するものです。 

詳細につきましては、総務課長が説明いたしますので、よろしくご

審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。総務課長。 

総務課長 それでは、議案第８２号 南幌町コミュニティセンターの指定管理

者の指定につきまして、ご説明申し上げます。 

１としまして、指定管理を行う公の施設の名称及び指定管理者とな

る団体の名称でございます。西町コミュニティセンター 西町町内会、

北町コミュニティセンター 北町町内会、緑町コミュニティセンター  

緑町町内会、東町コミュニティセンター 東町町内会、栄町コミュニ

ティセンター 第１４区でございます。 

２としまして、指定の期間、令和６年４月１日から令和１１年３月

３１日までの５年間となります。いずれの施設につきましても、指定

期間が満了となることから、新たに指定するものでございます。以上

で、議案第８２号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声。） 

御質疑がありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

それでは採決いたします。 

議案第８２号 南幌町コミュニティセンターの指定管理者の指定に

ついては、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程２５ 議案第８３号 南幌町地域福祉施設の指定管理者の指

定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第８３号 南幌町地域福祉施設

の指定管理者の指定につきましては、指定管理者の指定をするため、

地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、本案を提案するもの

です。 

詳細につきましては、保健福祉課長が説明いたしますので、よろし

くご審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長 それでは、議案第８３号 南幌町地域福祉施設の指定管理者の指定
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についてご説明いたします。 

１としまして、指定管理を行う公の施設の名称及び指定管理者とな

る団体の名称でございます。鶴城寿の家 第８区、中樹林福祉の家 中

樹林自治区、川向福祉の家 第１３区でございます。２としまして、

指定の期間、令和６年４月１日から令和１１年３月３１日までの５年

間となります。いずれの施設につきましても、指定期間が満了となる

ことから、新たに指定するものでございます。以上で、議案第８３号

の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声。） 

御質疑がありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

それでは採決いたします。 

議案第８３号 南幌町地域福祉施設の指定管理者の指定について

は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程２６ 議案第８４号 晩翠地区集落センターの指定管理者の

指定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第８４号 晩翠地区集落センタ

ーの指定管理者の指定につきましては、指定管理者の指定をするため、

地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、本案を提案するもの

です。 

詳細につきましては、産業振興課長が説明いたしますので、よろし

くご審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。産業振興課長。 

産業振興課長 議案第８４号 晩翠地区集落センターの指定管理の指定についてご

説明いたします。 

１指定管理を行う公の施設の名称、晩翠地区集落センター。２指定

管理者となる団体の名称、晩翠集落センター運営委員会。３指定の期

間、令和６年４月１日から令和１１年３月３１日までの５年間となり

ます。施設の指定期間が満了となることから、新たに指定するもので

ございます。以上で、議案第８４号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声。） 

御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

それでは採決いたします。 
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議案第８４号 晩翠地区集落センターの指定管理者の指定について

は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程２７ 議案第８５号 南幌町農産施設の指定管理者の指定に

ついてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第８５号 南幌町農産施設の指

定管理者の指定につきましては、指定管理者の指定をするため、地方

自治法第２４４条の２第６項の規定により、本案を提案するものです。 

詳細につきましては、産業振興課長が説明いたしますので、よろし

くご審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。産業振興課長。 

産業振興課長 議案第８５号 南幌町農産施設の指定管理者の指定についてご説明

いたします。 

１指定管理を行う公の施設の名称、野菜育苗施設、長ねぎ選別施設、

南幌町ライスターミナル、南幌町穀類乾燥調製貯蔵施設、西幌地区籾

乾燥調製施設、夕張太西地区籾乾燥調製施設の６つの施設でございま

す。２指定管理者となる団体の名称、空知郡南幌町栄町１丁目４番７

号、南幌町農業協同組合。３指定の期間、令和６年４月１日から令和

１１年３月３１日までの５年間となります。いずれの施設も、指定管

理期間が満了となることから、新たに指定するものでございます。以

上で、議案第８５号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声。） 

御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

それでは採決いたします。 

議案第８５号 南幌町農産施設の指定管理者の指定については、原

案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程２８ 議案第８６号 南幌町農産物加工施設の指定管理者の

指定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第８６号 南幌町農産物加工施

設の指定管理者の指定につきましては、指定管理者の指定をするため、

地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、本案を提案するもの

です。 

詳細につきましては、産業振興課長が説明いたしますので、よろし
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くご審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。産業振興課長。 

産業振興課長 議案第８６号 南幌町農産物加工施設の指定管理の指定についてご

説明いたします。 

１指定管理を行う公の施設の名称、南幌町農産物加工施設。２指定

管理者となる団体の名称、空知郡南幌町南９線西１４番地、株式会社

南幌町農産物加工センター。３指定の期間、令和６年４月１日から令

和１１年３月３１日までの５年間となります。施設の指定期間満了と

なることから、新たに指定するものでございます。以上で、議案第８

６号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声。） 

御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

それでは採決いたします。 

議案第８６号 南幌町農産物加工施設の指定管理者の指定について

は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程２９ 議案第８７号 運動施設の一部の指定管理者の指定に

ついてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第８７号 運動施設の一部の指

定管理者の指定につきましては、指定管理者の指定をするため、地方

自治法第２４４条の２第６項の規定により、本案を提案するものです。 

詳細につきましては、都市整備課長が説明いたしますので、よろし

くご審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。都市整備課長。 

都市整備課長 それでは、議案第８７号 運動施設の一部の指定管理者の指定につ

いてご説明いたします。 

１指定管理を行う公の施設の名称、カートコース。２指定管理者と

なる団体の名称、空知郡南幌町西町４丁目１番１２号、南幌カートス

ポーツクラブ。３指定の期間、令和６年４月１日から令和１１年３月

３１日までの５年間となります。施設の指定期間が満了となることか

ら、新たに指定するものでございます。以上で、議案第８７号の説明

を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声。） 

御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 
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（なしの声。） 

それでは採決いたします。 

議案第８７号 運動施設の一部の指定管理者の指定については、原

案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程３０ 議案第８８号 道央廃棄物処理組合規約の変更につい

てを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第８８号 道央廃棄物処理組合

規約の変更につきましては、組合事務所の移転に伴い、組合規約の変

更について、構成団体との協議が必要なことから、本案を提案するも

のです。 

詳細につきましては、住民課長が説明いたしますので、よろしくご

審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。住民課長。 

住民課長 それでは、議案第８８号 道央廃棄物処理組合規約の一部を変更す

る規約についてご説明申し上げます。本規約の変更につきましては、

令和６年４月に本稼働する焼却施設への組合事務所の移転に伴い、組

合規約に定める組合の事務所の位置を改めることについて、構成する

各市町において規約変更の協議を行うものです。それでは別途配布し

ています、議案第８８号資料、新旧対照表をごらんください。左側が

変更後、右側が変更前、下線の箇所が変更部分でございます。 

第４条、組合の事務所の位置について、千歳市東雲町２丁目３４番

地６を、千歳市根志越２５３３番地の１に変更するものでございます。 

次に附則として、この規約は北海道知事への届出の日から施行する。

以上で、議案第８８号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声。） 

御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

それでは採決いたします。 

議案第８８号 道央廃棄物処理組合規約の変更については、原案の

とおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程３１ 発議第２８号 総務常任委員会、産業経済常任委員会、

議会運営委員会所管事務調査についてを議題といたします。 

３委員会の所管事務調査につきましては、定例会ごとの承認案件で

ございます。提案のとおり承認することに御異議ありませんか。 
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（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は提案のとおり承認することに

決定をいたしました。 

追加日程１ 発議第２９号から追加日程３ 発議第３１号までの３

議案を日程に追加し議題といたしたいと思いますが御異議ありません

か。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって追加日程１ 発議第２９号から追加

日程３ 発議第３１号までの３議案を追加いたします。 

●追加日程１ 発議第２９号 地域医療を守るために、診療報酬の

引き上げを求める意見書の提出についてを議題といたします。 

提出者より提案理由及び内容の説明を求めます。 

４番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 （朗読により説明する。） 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声。） 

御質疑がありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

それでは採決いたします。 

発議第２９号 地域医療を守るために、診療報酬の引き上げを求め

る意見書の提出については、提案のとおり採択することに御異議あり

ませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は提案のとおり採択することに

決定をいたしました。 

●追加日程２ 発議第３０号 刑事訴訟法の再審規定の速やかな改

正を求める意見書の提出についてを議題といたします。 

提出者より提案理由及び内容の説明を求めます。 

４番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 （朗読により説明する。） 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声。） 

御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

それでは採決いたします。 

発議第３０号 刑事訴訟法の再審規定の速やかな改正を求める意見

書の提出については、提案のとおり採択することに御異議ありません

か。 

（なしの声。） 

 御異議なしと認めます。よって本案は提案のとおり採択すること
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に決定をいたしました。 

 ●追加日程３ 発議第３１号 医療・介護・障害福祉分野における

処遇改善等を求める意見書の提出についてを議題といたします。提出

者より提案理由の説明を求めます。 

５番 佐藤 妙子議員。 

佐藤議員 （朗読により説明する。） 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声。） 

御質疑がありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声。） 

それでは採決いたします。 

発議第３１号 医療・介護・障害福祉分野における処遇改善等を求

める意見書の提出については、提案のとおり採択することに御異議あ

りませんか。 

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本案は提案のとおり採択することに

決定をいたしました。 

以上で、本定例会に提案されました全ての議事審議を終了いたしま

した。ただいまをもって閉会したいと思いますが御異議ありませんか。

（なしの声。） 

御異議なしと認めます。よって本定例会はただいまをもって閉会と

いたします。 

どうもご苦労さまでした。 

 （午前１０時１１分） 
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